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３．研究成果

図1　試験体図面

表1　試験結果

２．研究内容

１．研究目的
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県産材を活用した建築床構面の開発
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　県産材を多く使用した住宅では，天井および火打ちのないスギ厚板現し2階床の
需要があるが，耐震性能を明らかにすることが望まれる．そこで，スギ厚板にスギ
合板を釘またはビスで留め強度補強した現し床を試作し，面内せん断試験により床
倍率（床の強さを表す指標）を求めた．

　低減係数αを1とした場合の
床倍率は，釘5.6，ビス6.0とな
った（表1）．
　比較のために低減係数αを
0.8と仮定した場合の床倍率
は，釘4.4，ビス4.8となり，構
造用合板 2 4 m m 四 方 打ち
（CN75@150）の許容相当4.0
を超える値が得られた．

　試験体は，スギ枠材に
スギ厚板（厚さ30mm×
幅180mm）を10枚仮釘打
ちした上から，スギ合板
12mmを釘打ちした仕様
（図1）と釘を構造用ビス
90mmに替えた仕様の2種
類とした．釘はN90，ビス
は商品名パネリードⅡ+
（P6×90Ⅱ＋）で，釘と
ビス以外は同じ仕様であ
る．試験体数は各3体とし
た．
　試験は，徳島県立農林
水産総合技術支援セン
ターの面内せん断試験機
（ロードセル容量100kN）
を用いた．柱脚固定式の
耐力壁の面内せん断試験
方法に準じて試験を行
い，床倍率を求めた（図
2）．

図2　試験時(1/15rad)


